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毎月1日に発行します 狛江市発行●狛江市民活動・生活情報誌●

誌面に掲載した記事・写真等の無断複製・転
載等はお断りします。
お問い合わせ・ご意見は狛江市政策室へ
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わたしの五小

芝生や図書室、図工室が好き

6年生（土田結朱羽、清水春希、
佐倉正憲：敬称略・写真）
好きな場所＝のもすの山や雲梯な
どがある低学年教室前の芝生。本
がたくさんあり、使いやすい図書
室。たくさん材料があっていろん
な物が作れる図工室。
人気の給食＝辛すぎなくておいし
い豚キムチ丼。いろんな果物が
入ってサイダーをかけるフルーツ
ポンチは夏の人気メニュー。鶏の
梅酢唐揚げ
は、さっぱ
りした梅の
風味がいち
おし。

●芝生の校庭●東京都の学校芝生
化政策の一環として平成21年度
に市内で初めて校庭の約３分の１
にあたる約
1,000㎡ に
芝生を植え
た。保護者
や地域の人
で組織した
グリーンプロジェクトが維持管理
を担当、児童も参加している。
●のもすの山●開校２年目に造ら
れたコンクリート製の築山。登っ
て、潜って、滑っての頭文字を取
りこの名が付けられた。
○五小夏まつり＝在校生のほか卒
業生も参加するイベント。平成17
年からPTA、おやじの会、第一・
第四育成委員会、KoKoA、図書ボ
ランティア、グリーンプロジェク
ト、学校、覚東町会などで実行委
員会を組織し、今回は９月の第１
土曜日に開催する。狛江市の住民
交流友好都市である山梨県小菅村
から運んだヤマメを特設プールに
放し、つかみ取りして塩焼きにす
る催しが人気。校庭の芝生のスプ
リンクラーの
放水も好評だ。
20回目の今年
は、児童から
キャラクター
を募集して、
当日表彰する。
○狛江第五小学校おやじの会＝「参
加できるときに参加する」をモッ
トーに平成29年に発足。OB・Ｏ
Ｇを含めた児童の保護者72人が登
録している。長崎で被爆した元同
小PTA会長の小林幸子さん（故人）
から令和２年に里芋の種芋を譲り

受け、「命の里芋」と名付けて校内
で里芋を育てている。夏休みのラ
ジオ体操、漢字検定試験の準備や
試験監督、狛江古代カップ多摩川
いかだレース出場、五小夏まつり
のヤマメの塩焼き担当などを通じ
て五小と地域の子どもとの触れ合
いを大事にしている。
○NICOLA＝小学校卒業後にプ
レーを続けられる受け皿として令
和２年に発足した女子サッカー
チーム。その後、対象年齢を広げ
現在では学区外も含め約40人が
所属、水曜日夕方と土曜日午前に
幼児から成人女性など年代別に分
かれて体育館でサッカーを楽しん
でいる。

○学習支援活動（放課後学習室）
＝教室と家庭以外の勉強場所を子
どもに提供し、自分で学習の不安
や苦手を克服する、東京都教育委

員会の「地域未来塾」にならった
取り組み。昨年度から４年生を対
象に開始。今年度は放課後学習室
の名称で、４年生と５年生を対象
に毎週水曜日の放課後45分間行っ
ている。参加は各学年15～20人
程度で、利用は無料。狛江市教育
委員会地域学校協働本部が主催、
地域コーディネーターが企画運営
し、地域の元保護者がスタッフと
して協力、大学生が指導している。

●米作り●約45㎡の水田で５年
生が田起こし、田植えから収穫ま
でを体験。今年は苗の提供を受け
る新潟県長岡市川口地域の農家か
ら稲作について具体的なアドバイ
スを受けるほか、児童の作業の写
真を川口地域に送るなど交流を続
けている。また、児童からキャラ
クターを募集したり、作業の様子
を展示するなど、学校全体で情報

を共有してい
る。
●防災教育●
１年生は防災
紙芝居、２年
生はバケツリ
レー、３～６
年生は新聞紙
や ポ リ 袋 を
使ってスリッパや食器、クッショ
ンの作り方を学ぶほか、AEDや
車いす、非常災害用電話の体験な
どを公開授業で行い、全校で防災
教育に取り組んでいる。
●環境教育●４年生が近くの野川
で植物観察やゴミ拾いを実施する
など力を入れている。
●クラブ●イラスト、手芸、演劇、
室内レク、工作、理科観察、音楽、

ゲームプログラミング、文化、ダ
ンス、インドアスポーツ、フィー
ルドスポーツの12項目がある。
また、PTAサークルとして将棋、
野球、サッカーなどがあり、希望
する児童が参加している。

狛江第五小学校は昭和40年頃か
ら始まった急激な人口増に伴う児
童の増加と覚東地区の学校建設の
要望に応えるため、狛江第一小学
校と狛江第二小学校から分かれ、
市内５番目の小学校として昭和43
年に開校した。
校庭にシンボ
ル的存在の広い
芝生や名札を付
けた数十種の樹
木があり、近隣
にも野川や農地
が存在するな
ど、恵まれた環
境にある。

「世界一通いたくなる学校に
…」をキャッチフレーズに、多様
性を認め、子どもが主体的に進め
る授業を行い、子どもだけでなく、
保護者・地域、職員が通いたくな
る学校を目指している。 元・五小生から

うれしかった新しいプール
自営業 千葉桂樹さん

5年生の時に狛江第五
小学校が新設され、当時
通っていた狛江第二小学
校（現・緑野小学校）か
ら移った２期生です。開校までに
校舎建設が間に合わず、児童は５
月まで約２カ月、前に通っていた
学校で授業を受けました。
校舎しかない学校でしたが、６
年生になってプールが完成し、学
校対抗の水泳大会の代表に選ばれ
て、夏休みの間、新しいプールで
毎日のように練習したのを覚えて
います。
後輩のみなさんには、自分の好
きなことにチャレンジし、学校生
活を楽しんでほしいと思います。
そして、地元に愛着をもち、地域
や狛江を支える人になっていただ
けたらうれしいです。
〈プロフィール〉平成15・16年
度に五小PTA会長。「五小夏まつ
り」を発案し、長年実行委員長を
務めた。現在、五小同窓会会長、
学校運営協議会会長。

芝生の手入れ

防災教室

将棋サークル

田植え

芝生の校庭と校舎、中央はシンボルツリーのいちょう

東野川1-35-13
細谷俊太郎校長、教職
員48人、児童21学級
664人、卒業生6,147人
敷地10,455㎡、校舎＝鉄筋コ
ンクリート造り３階建て（普通
教室21室、特別教室10室）

（4月1日現在）
細谷校長プロフィール▶町田市
を皮切りに公立小学校
教諭を18年、狛江市、
多摩市などの教育委員
会に11年間勤務、こ
の間、渋谷区などで校長を歴任、
令和5年に五小校長就任

里芋の世話をするおやじの会会員

ヤマメのつかみ取り

女子サッカーチームNICOLA

のもすの山をバックに

放課後学習室

「世界一通いたくなる学校」を目指す

狛江第五小学校
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